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AWS Organizational Change Acceleration (") の 6-Pointフレームワークは、移行、モダナイゼーショ
ン、生成 AI スケーリング、イノベーションなど、クラウドトランスフォーメーションのライフサイ
クル全体を通じて、人に関連する問題や課題を網羅することを目的としています。このフレームワー
クは、お客様が以下の方法で AWS テクノロジー、プロセス、新しい作業方法を採用するのに役立ち
ます。

• 主要なリーダーの特定、調整、動員。

• クラウドトランスフォーメーションにおける組織的インパクトの評価および緩和。

• 改革促進、コミュニケーション、トレーニング計画の設計

• リーダーシップ、スポンサーシップ、文化戦略の策定

フレームワークの 6 つのポイントは、プログラムの開始から持続可能な長期的変化まで、アジャイ
ルなスプリントのケイデンスと一致しています。次の図は、これらの 6 つのポイントとそのサブポ
イントを示しています。
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4 つ目のポイントである Engage the Organization は、前の 3 つのポイントで作成した戦略と計画を
アクティブ化し、さまざまな評価から得られたインサイトを活用して、組織を望ましい将来の状態に
積極的に変換するのに役立ちます。トランスフォーメーションが開始されると、負担はクラウドトラ
ンスフォーメーションチームや部門横断的なリーダーから従業員ベースに移行し始めます。Engage 
the Organization には 5 つのサブポイントが含まれています。

4.1 アクセラレーションの実装を変更します。クラウドの導入を可能にし、望ましいビジネス成果を
達成するための変更戦略と計画を実施します。

4.2 通信の実装。クラウド戦略が実装されたら、コミュニケーション戦略を実装し、継続的なコミュ
ニケーションニーズに対応する計画を立てます。

4.3 エンゲージメントプランの実装。クラウド戦略を正常に適用し、クラウドからビジネス価値を実
現するために必要な変更に対応するために、ステークホルダー固有の計画を実施します。

4.4 トレーニングの実装。トレーニング戦略を実装し、影響を受けるステークホルダーグループを包
括的に準備して、将来の状態のクラウドアクティビティを熟達させる計画を立てます。

4.5 リスク軽減の実装。タイムリーなビジネス成果に影響を与える可能性のある人事関連のリスクを
積極的に特定および管理します。

このガイドでは、組織をエンゲージするの各サブポイントについて詳しく説明します。
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対象者
このガイドでは、クラウドトランスフォーメーションの加速を担当するリーダーを対象としていま
す。これらの推奨事項に従うことで、リスクを最小限に抑え、価値を最大化できます。

ターゲットを絞ったビジネス成果
AWS 「組織を関与させる」の6-Pointフレームワーク」フェーズは、次の成果につながります。

• 価値の実現と投資収益率 (ROI): この " フェーズでは、クラウド導入を高速化する戦略の実装に焦
点を当てます。これらの戦略は、全体的なクラウド計画とビジネス目標の両方に一致し、クラウド
投資から最大限の価値を確保します。

• トランスフォーメーションリーダーシップ: クラウドトランスフォーメーションを加速するため
に、リーダーシップは連携し、動員されています。

• クラウドアクセラレーション: " ワークストリームは、クラウドトランスフォーメーションを加速
するためにリソースを迅速に動員するために必要な方向性、メトリクス、ガバナンス、プログラム
予算を確立します。

• 組織の調整: " ワークストリームはリーダーと協力して明確なビジネス目標と目標を設定し、組織
エンティティとパフォーマンスレバーを調整します。

• エンゲージメントの高いワークフォース: " ワークストリームは、従業員をクラウドトランス
フォーメーションプロセスに積極的に関与させ、デジタルの洞察力と能力を開発する戦略を作成し
ます。

• 将来に備えたワークフォース: " ワークストリームはロールをモダナイズし、ワークフォースが自
律的に作業し、主要なクラウド対応機能を推進できるようにします。

Engage the Organization アクティビティを効果的に実装することで、組織はクラウドトランス
フォーメーションからスピード、俊敏性、イノベーション、ビジネス価値の具体的な改善を実現でき
ます。

「" 6-Pointフレームワークガイド」について
このガイドは、プログラムおよび証拠ベースの組織改革導入フレームワークである " 6-Point 
Framework に関する一連の出版物の一部です。

コンテンツセットには、クラウドトランスフォーメーションを加速するために設計された包括的なテ
ンプレート、ガイドライン、サポートアーティファクト、評価、アクセラレーター、ツールのセット

対象者 3
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が含まれています。概要から始めhttps://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-
ocm/てフレームワークとその 6 つのポイントを理解し、各ポイントの詳細な議論については以下の
個別ガイドを参照することをお勧めします。

1. チームの準備

2. リーダーの連携

3. 未来を思い描く

4. 組織を関与させる (このガイド)

5. 能力を発揮させる

6. 文化の変化を定着させる

クラウドトランスフォーメーション戦略、ガイダンス、リソースの包括的なセットについては、「ク
ラウドトランスフォーメーションの加速」を参照してください。

「" 6-Pointフレームワークガイド」について 4

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-ocm/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-ocm/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-mobilize-team/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-align-leaders/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-envision-future/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-enable-capacity/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-make-culture-change-stick/
https://aws.amazon.com/prescriptive-guidance/accelerating-cloud-transformation/
https://aws.amazon.com/prescriptive-guidance/accelerating-cloud-transformation/
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4.1 改革促進の実装

概要

このアクティビティの目的は、変更戦略と計画に記載されているアクティビティを開始することです 
(「Envision the Future, 3.1」を参照)。変更戦略と計画は、クラウドトランスフォーメーションの過
程で、適切な変革戦術を適切な人材に適切なタイミングで提供するための、思慮深く構造化されたプ
ログラムによるアプローチを提供します。クラウドの結果として組織に導入された変更がリーダー、
従業員、その他の利害関係者に受け入れられるようにするための包括的なアプローチを概説し、中断
を最小限に抑え、最大限の結果をもたらします。プロジェクトまたはイニシアチブ中にツール、テク
ノロジー、プロセス、スキルの適用を調整するための体系的なメカニズムを提供します。これらは、
組織がビジネス、テクノロジー、サプライチェーン、組織構造、またはプロジェクトの範囲の運用方
法における変化に対処する具体的な方法について説明します。変更戦略は、クラウドトランスフォー
メーションプロセス全体で、情報に基づいた意思決定の方向性と結果を提供します。

改革促進の実装アクティビティでは、すべてのクラウドワークストリームやステークホルダーと緊密
に連携し、プログラムの存続期間を持続し、時間の経過とともにさまざまなマイルストーンで加速お
よび減速するプログラム的でリズミカルなタイムラインで、その戦略と計画の要素を実装することに
焦点を当てています。

変化は組織にとって非常に破壊的であり、時間の経過とともにクラウドトランスフォーメーションと
周囲の環境の両方に影響します。例えば、新しいリーダーが現れたり参加したり、他のリーダーが退
職したり退出したりすることがあります。合併、買収、事業売却などの新しいビジネス取引が行わ
れ、クラウドトランスフォーメーションが範囲を加速、一時停止、または変更する可能性がありま
す。

次の図は、改革促進中の認識と生産性のギャップを " が最小限に抑える方法を示しています。

概要 5
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ベストプラクティス

変更アクセラレーションを実装するための主要なベストプラクティスは次のとおりです。

• 主要なマイルストーンごとに、変更が組織にどのように影響し、誰が影響を受けるかを記述しま
す。これらの変更には、データセンターの終了、新しいソリューションと機能のデプロイ、Cloud 
Center of Excellence (CCOE) の確立が含まれる場合があります。

• ステークホルダーが変更が必要なタイミングと、ワークフォースへの影響を軽減する方法を認識す
る計画を作成します。

• 変更を実装、承認、モニタリングするための定義されたプロセスまたはメカニズムに従って、変更
が望ましい効果を持っていることを確認します。

• クラウドトランスフォーメーションの戦略的ビジョンとビジネスケースの両方を定期的に見直し、
更新します。これにより、メッセージングが一貫性があり、関連性があり、変化するビジネス状況
と整合し続けることができます。

• 組織に加わる主要なリーダーにインタビューし、計画プロセスの早い段階ですべての主要なマイル
ストーンについて影響を受けるステークホルダーを特定します。プログラムの存続期間中、それら
の整合性を定期的に評価します。

• より広範なクラウドトランスフォーメーションプログラムチームに参加するパートナーを継続的に
統合し、一貫した目標と主要な結果 (OKRs)、タイムライン、動機を確保します。

ベストプラクティス 6
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• 関数を有効にして継続的に連携します。この関数は、エンゲージすると役に立ち、エンゲージしな
いとタイミングや予算の遅延が発生する可能性があります。例えば、これらの機能には、人事、ト
レーニング、財務、部門横断的なリーダー、ビジネスリーダー、直接的または間接的に影響を受け
るその他のパートナーやベンダーが含まれます。これらのステークホルダーと少なくとも四半期に
一度話すことを計画してください。少なくとも、プログラムの更新を提供し、入力を重要視してい
ることを示してください。通常、いくつかのアクション項目やインサイトは、事前に対処しないと
計画を脱線させる可能性があります。

改革促進チェックリスト

アクティビティの変更促進チェックリストを作成すると、変更戦略と計画 (および関連するユーザー
ストーリー) が包括的で堅牢であるかどうかを確認できます。次の表に、使用を開始するためのリス
トを示します。

[面積] " 6-Point Framework リファレ
ンス

アクション

プロジェクト管理 組織を関与させる、1.5 プログ
ラムの目標と目的

• クラウドトランスフォー
メーションプロジェクトの
毎週の会議 (スプリントセレ
モニー、バックログ計画会
議、ローンチ準備計画セッ
ションなど) に密接に統合さ
れ、参加していることを確
認します。

• 毎週、チェンジアクセラ
レーションリスクのリスク
管理と緩和ログを更新しま
す。

• 毎週 (またはスプリントごと
に) 変更促進レポートのス
コアカードとステータスレ
ポートを更新します。

リーダーシップの調整とス
テークホルダーの分析

Align Leaders、2.1 IT とビジ
ネスリーダーの連携

• ステークホルダー分析アプ
ローチを準備します。

改革促進チェックリスト 7

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-mobilize-team/goals-objectives.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-mobilize-team/goals-objectives.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-align-leaders/alignment.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-align-leaders/alignment.html
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[面積] " 6-Point Framework リファレ
ンス

アクション

Align Leaders、2.2 ステーク
ホルダーの評価

• インタビューするリーダー
を特定します。

• ステークホルダーのイン
タビューと分析アクティビ
ティを実施します。

• リーダーシップチームに結
果を提示します。

• リスク管理と緩和ログにリ
スク検出結果を挿入しま
す。

• ステークホルダーマトリッ
クスを更新して維持しま
す。

• ペルソナベースの変更の影
響、コミュニケーション、
トレーニングへの入力とし 
て、ステークホルダーマト
リックスを使用します。

変更影響評価 Align Leaders、2.3 変更影響
評価

• 変更の影響を評価し、文書
化します。

• ユーザーグループ、タイム
ライン、データセンターの
終了、製品の発売、その他 
の重要なマイルストーンへ
の影響を管理および軽減す
るための適切な介入を決定 
します。

改革促進チェックリスト 8

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-align-leaders/stakeholder-assessment.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-align-leaders/stakeholder-assessment.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-align-leaders/impact-assessment.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-align-leaders/impact-assessment.html
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[面積] " 6-Point Framework リファレ
ンス

アクション

リスク管理と緩和 将来のビジョン、3.5 リスク軽
減戦略と計画

組織を関与させる、4.5 リスク
軽減の実装

• 変更リスク評価アプローチ
を準備します。

• インタビュー、フォーカス
グループ、アンケートなど
の リスク評価活動を実施し
ます。

• 結果を分析してリーダー
シップチームに提示しま
す。

• リスク管理ガイドラインに
従って、リスクと問題を割
り当てて軽減します。

• 必要に応じて、改革促進計
画とステークホルダーエン
ゲージメント計画を更新し 
ます。

改革促進チェックリスト 9

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-envision-future/risk.html
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[面積] " 6-Point Framework リファレ
ンス

アクション

スポンサーロードマップ Envision the Future、3.6 スポ
ンサーロードマップ

• スポンサーアプローチを準
備します。

• リーダーシップアクション
プランに従って、主要な
メッセージ、よくある質
問、タイムライン、ロード
ショーのプレゼンテーショ
ンなど、スポンサー向けの
資料を準備します。

• スポンサーとリーダーを特
定します。

• スポンサーとリーダーを関
与させ、オンボードしま
す。

• スポンサーロードマップに
従って、リーダーシップア
クションプランアクティビ 
ティの進行状況をモニタリ
ングおよび測定します。

• 必要に応じてスポンサーと
リーダーをサポートしま
す。必要に応じてマテリア
ルとよくある質問を更新し
ます。

改革促進計画 未来を構想する、3.1 戦略と計
画を変更する

• 変更計画の実装を継続的に
モニタリングおよび測定し
ます。

追加のステップ

変更アクセラレーションの実装を開始するには、以下を実行します。

追加のステップ 10

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-envision-future/sponsor.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-envision-future/sponsor.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-envision-future/change.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/oca-framework-envision-future/change.html


AWS 規範ガイダンス AWS Organizational Change Acceleration (") 6-Pointフレームワーク – 
4。組織を関与させる

1. データセンターの廃止、移行、新しいソリューション、ビジネストランザクション (合併、買収、
売却）、リーダーシップの変更など、主要なマイルストーンで変更戦略全体を確認し、計画を立
てます。また、少なくとも四半期に 1 回は計画を立てます。

2. クラウドトランスフォーメーション統合チームの一員として、毎週のすべてのステータスミー
ティングとスプリントセレモニーに参加します。

3. リーダーシップアクションプランの一環としてステークホルダーと定期的にミーティングを行
い、主要なメッセージ、よくある質問、コミュニケーションを必要に応じて更新して、現在の IT 
およびビジネス戦略とのつながりを維持します。

4. リスク管理と緩和ログを使用して、人的、文化的、組織的、政治的なリスクを管理します。機密
性の高い問題を個別に文書化し、need-to-know限られた 対象者とのみ共有するようにしてくださ
い。

5. 必要に応じてクラウドビジネスケースを確認して更新し、必要に応じて新しい改革促進アクティ
ビティを作成してクラウドの ROI を実現します。

6. クラウドトランスフォーメーションチームや社内の他のチームと教訓を文書化して共有し、進
化、反復、継続的な改善の文化を創造します。

クラウドトランスフォーメーションの価値を最大限に引き出すには、改革促進の効果的な実装が不可
欠です。これらのステップとベストプラクティスに従い、変更戦略を体系的に実装することで、組織
は中断を最小限に抑え、ステークホルダーを調整し、クラウド導入を加速して、望ましいビジネス成
果を達成できます。

追加のステップ 11
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4.2 通信の実装

概要:

クラウドの導入を推進し、ビジネス成果を達成するには、効果的なコミュニケーションが不可欠で
す。このセクションでは、コミュニケーション戦略と計画の実装に焦点を当てます (Envision the 
Future、3.2)。コミュニケーションの実装の目的は、コミュニケーション戦略と計画で合意されたア
クティビティを開始することです。これにより、影響を受けるすべてのステークホルダーが、クラ
ウドトランスフォーメーションの理由、利点、ステークホルダー、タイムラインを理解できるように
なります。効果的なコミュニケーションは、メリットとビジネス価値に焦点を当て、変革を通じてス
テークホルダーの全体的なエンゲージメントを維持します。

ベストプラクティス

引き受け

• コミュニケーション戦略と計画は、クラウドリーダーシップチーム、エグゼクティブスポンサー、
人事チーム、および内部コミュニケーションチーム (該当する場合) によって検証および承認され
ています。

• ステークホルダー分析ステップが完了し、ステークホルダーメトリクスが最新である。

焦点

このフェーズのアクティビティでは、クラウドトランスフォーメーションプロセス中の変更戦略のコ
ミュニケーション部分、特に以下に焦点を当てます。

• 通信のセットアップ

• メディア分析

• キーメッセージング (変更ケース)

• コミュニケーション開発

• 通信のデプロイ

• 通信モニタリング

概要: 12
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リーダーシップスポンサーシップの維持

コミュニケーション活動の実施を通じてエグゼクティブスポンサーやリーダーからのコミットメント
を確保し、メリットとビジネス価値に重点を置き、ステークホルダーのエンゲージメント全体を維持
することが重要です。

コミュニケーション実装チェックリスト

このプロセスを初めて使用する場合は、次のチェックリストをクラウドトランスフォーメーションプ
ロセス全体のリファレンスガイドとして使用できます。

Note

これはコミュニケーション関連のタスクの代表的なリストにすぎず、すべてを網羅している
わけではありません。コミュニケーションプランには包括的なリストを含める必要がありま
す。

[面積] アクション

セットアップ • プロジェクトまたはプログラムのテーマとブ
ランドを開発します。

• 最終的なテーマとブランドの承認を取得しま
す。

• プロジェクトの標準テンプレートにビジュア
ルアイデンティティを組み込みます。

メディア分析 • コミュニケーション監査または評価を実施し
ます。

• 結果を分析する (メディア分析など）。

• コミュニケーション評価レポートを更新しま
す。

キーメッセージング • 主要な組織メッセージセットを決定します。

• メッセージをカテゴリ別に整理します (タイ
ミングの頻度とチャネルを考慮してくださ
い）。

リーダーシップスポンサーシップの維持 13
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[面積] アクション

• 初期コミュニケーションのニーズと主要な
メッセージを決定します。これは変更ケース
に関連付けられています。

• 初期通信のチャネルと送信者を決定します。

• ステークホルダーマトリックスを使用しま
す。

• スポンサーとリーダーシップをコミュニケー
ションのデプロイアクティビティと連携させ
ます。

コミュニケーション開発 • 主要なメッセージを対象者に伝えるためのド
ラフト作成、レビュー、承認、配布プロセス
の概要を説明します。

• ドラフト作成、レビュー、最終承認のための
レポート階層など、役割と責任を特定しま
す。

• 内部チームコミュニケーションプロセス (毎
週の会議など) を確立します。

• コミュニケーションプロセスフローを開発し
ます。

• コミュニケーション本番チェックリストを作
成します。

• コミュニケーションのドラフトを作成し、必
要な承認を取得します。

• コミュニケーションの本番プロセスを管理し
ます。

コミュニケーション実装チェックリスト 14
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[面積] アクション

通信のデプロイ • コミュニケーションのデプロイタイムライン
をエグゼクティブスポンサーや主要なステー
クホルダーと話し合います。

• リーダーシップチームやコミュニケーション
の推進者との認識と連携を確保します。

• 最終的なコミュニケーションを行います。

通信モニタリング • フィードバックメカニズムを実装します。

• フィードバックメカニズムから収集された情
報を確認します。

• コミュニケーション資料 (プレゼンテーショ 
ンやよくある質問など) を改訂された情報で 
更新します。

追加のステップ

コミュニケーションプランの実装を開始するには:

1. コミュニケーション戦略と計画が検証され、承認されていることを確認します。

2. コミュニケーションチェックリストを検証します。

3. モニタリングメカニズムを確立します。

コミュニケーション計画を効果的に実施することは、クラウドの導入を推進し、望ましいビジネス成
果を達成するために不可欠です。これらのベストプラクティスに従い、提供されたチェックリストを
使用し、継続的なリーダーシップサポートを維持することで、組織は、クラウドトランスフォーメー
ションプロセスを通じてステークホルダーに情報を提供し、関与し、コミットし続けることができま
す。

追加のステップ 15
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4.3 エンゲージメントプランの実装

概要:

エンゲージメントプランでは、個人、ステークホルダーグループ、または組織がクラウドトランス
フォーメーションによってもたらされる変化に対処する具体的な方法について説明します。エンゲー
ジメント計画の実装は、すべての主要な利害関係者がクラウドトランスフォーメーションの望まし
いビジネス成果にコミットし、それに焦点を当てることです。各ステークホルダーグループは、エン
ゲージメント戦略と計画 (Envision the Future, 3.3) で概説されているように、コミットメントモデル
の優先順位とマッピングに従って対処し、関連情報と連携する必要があります。 

" チームの焦点は、エンゲージメントタスクの実装において、指定されたリーダーやチャンピオンか
らのコミットメントを確保することです。

ベストプラクティス

引き受け

• エンゲージメント戦略と計画は、クラウドリーダーシップチーム、エグゼクティブスポンサー、人
事チーム、内部コミュニケーションチームによって検証され、承認されています。

• リーダーとチャンピオンが計画段階に関与しています。適切にオンボーディングされ、プランを受
け入れ、実装への参加にコミットしています。 

焦点

このワークストリームの重点領域は次のとおりです。

• エンゲージメントの設定 

• エンゲージメントプランの開発

• エンゲージメントプランのデプロイ 

• モニタリングとレポート

概要: 16
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エンゲージメントアクティビティチェックリスト

クラウドトランスフォーメーションプロセス全体で、以下のエンゲージメントプランチェックリスト
をリファレンスガイドとして使用できます。 

Note

これはアクティビティの完全なリストではありません。これは、エンゲージメントプランに
含める必要があるタスクのサンプルにすぎません。 

[面積] アクション

セットアップ • エンゲージメント戦略とステークホルダー評
価に従って、ステークホルダーグループを検
証します。

• エンゲージメントの段階 (フォーカスグルー 
プ、非公式プレゼンテーション、ウェビ 
ナー、タウンホールなど) ごとにアクティビ
ティを調整します。

• 所有者とチャンピオンを特定してオンボー
ディングします。

• ステークホルダーグループに所有者とチャン
ピオンを割り当てます。

開発を計画する • すべての対象者にクラウドトランスフォー
メーションに関する重要な情報を提供するコ
アプレゼンテーションデッキを作成します。

• リーダーシップチームの承認を得るために、
コアプレゼンテーション資料をリーダーシッ
プチームに送信します。 

• コアプレゼンテーションデッキにサインオフ
します。

• ターゲットオーディエンスグループの特定の
資料 (概要、影響情報、ステークホルダーグ 

エンゲージメントアクティビティチェックリスト 17
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[面積] アクション

ループの主な利点、タイミング情報、トレー
ニング情報など) を作成します。

• 各分野の対象分野の専門家 (SMEs) と資料を
確認して承認します。

• これらのマテリアルのサインオフを取得しま
す。

• マテリアルをプロジェクトライブラリまたは
ナレッジリポジトリにアップロードします。

デプロイを計画する • SMEs やチャンピオンと資料を確認します。

• 配信形式 (face-to-faceや仮想など) を決定し
ます。

• リーダーやチャンピオンとアクティビティの
タイミングを確認します。

• イベントとアクティビティをスケジュールし
ます。 

• 参加者に通知します。

• フォーカスグループ、部門会議、非公式な集
まり、ウェビナー、デモンストレーションな
どのエンゲージメントセッションを実施しま
す。

モニタリングとレポート • エンゲージメントアクティビティの実装をモ
ニタリングします。

• 出席率と質問を把握し、フィードバック評価
を実施します。

• 必要に応じて、フィードバックを使用してエ
ンゲージメントマテリアルを更新します。

• エンゲージメントレポートまたはスコアカー
ドを更新します。

エンゲージメントアクティビティチェックリスト 18
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追加のステップ

エンゲージメントプランの実装を開始するには、次の手順に従います。

1. エンゲージメント戦略と計画が検証され、承認されていることを確認します。

2. エンゲージメントアクティビティチェックリストが検証され、承認されていることを確認しま
す。

3. モニタリングと報告のメカニズム (ステータスレポート、成功メトリクスのダッシュボー
ド、OKRsなど) が設定されていることを確認します。

エンゲージメント計画を効果的に実施することは、クラウドの導入を推進し、望ましいビジネス成果
を達成するために不可欠です。これらのベストプラクティスに従い、提供されたチェックリストを使
用し、ステークホルダーの継続的な関与を維持することで、組織はすべての主要なステークホルダー
がクラウドトランスフォーメーションプロセスにコミットし、集中し続けることができます。これに
より、最終的にはビジネス成果の導入と実現が成功します。

追加のステップ 19
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4.4 トレーニングの実装

概要

トレーニング実装とは、トレーニング戦略と計画 (Envision the Future, 3.4) に規定されたアクティビ
ティの起動です。これにより、実施する必要があるトレーニングを特定するための構造と焦点、およ
びトレーニングプログラムを開発して提供するためのプロセスが提供されます。トレーニング戦略と
計画を実施するときは、組織が通常行うトレーニングと一致するトレーニング作業を提供することを
検討してください。従業員の慣れたワークフローに支障をきたさない有意義なトレーニングは、抵抗
を減らし、従業員が変化に迅速に対応するのに役立ちます。さらに、データ駆動型のアプローチを使
用してAWS 学習ニーズ分析 (LNA) ツールからトレーニング設定を収集し、それらの設定をトレーニ
ングプランに適用すると、従業員からトレーニングへの賛同と希望を得ることができます。

ベストプラクティス

改革促進チームは、開発ニーズとトレーニングニーズの迅速な評価、トレーニングギャップの特定、
既存のトレーニングプラクティスとの整合性、将来の状態モデルをサポートするトレーニングの提供
に集中する必要があります。

引き受け

• トレーニング戦略と計画は、クラウドリーダーシップチーム、エグゼクティブスポンサー、学習と
開発 (L&D) チーム、人事チーム、内部コミュニケーションチームによって検証され、承認されて
います。

• リーダーとチャンピオンはトレーニング計画フェーズに関与しており、計画に従ってトレーニング
活動に参加することにコミットしています。

• トレーニング戦略と計画では、クラウドトランスフォーメーション計画とロードマップ全体を考慮
し、SME 帯域幅を軽減します。

• AWS トレーニングおよび認定コースのカリキュラムに含まれていないコースは、ステークホル
ダーに割り当てられ、ステークホルダーグループごとにカスタマイズされます。

フォーカスエリア

このワークストリームは、次の領域に焦点を当てています。

概要 20
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• AWS 学習ニーズ分析 (LNA)

• トレーニングのセットアップ 

• トレーニング開発 (カスタムニーズと非AWS 学習カリキュラム向け）

• トレーニングデプロイ 

• モニタリングとレポート 

トレーニング計画チェックリスト

次のチェックリストを、組織のクラウドトランスフォーメーションプロセス全体のリファレンスガイ
ドとして使用します。

Note

次のチェックリストは網羅的なリストではありませんが、トレーニングプランで通常見つか
るアクティビティを表します。検証および承認されたトレーニング戦略と計画には、トレー
ニングアクティビティの完全なリストが含まれている必要があります。 

[面積] アクション

AWS 学習ニーズ分析 (LNA) • エグゼクティブスポンサーを特定し、チーム
構造を提供します。

• アンケートを作成し、プレビュー URL を指
定します。

• エグゼクティブスポンサーとアンケートを確
認し、承認を得ます。

• アンケートディストリビューションの物流を
確認します。

• アンケートを従業員に配布します。

• アンケートの回答番号を入力します。

• リマインダーメールを送信してアンケートを
完了します。

• 予定された日にアンケートを閉じます。

トレーニング計画チェックリスト 21
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[面積] アクション

• レポートを作成し、トレーニングのレコメン
デーションを提供します。

トレーニングのセットアップ • トレーニング戦略と計画を検証し、移行ウェ 
ーブプランなどの主要なクラウドマイルス
トーンとの整合性を確保します。

• 非トレーニングコース用のAWS トレーニン
グマテリアルテンプレート (必要な場合) を
作成します。AWS LNA レポートに基づいて 
AWS トレーニングコースを検証します。

• トレーニングマテリアルと非AWS トレーニ
ングコース (該当する場合) にサインオフし
ます。

• ステークホルダーグループまたはクラウ 
ドロール (エンジニア、デベロッパー、ソ
リューションアーキテクト、オペレーション
など) ごとにトレーニングニーズを特定しま
す。

• ステークホルダーグループをトレーニング計
画にオンボードします。

• トレーニングカリキュラムを作成します。

• トレーニングカリキュラムの承認とサインオ
フを取得します。

• トレーニング本番チェックリストを作成しま
す。

• 非トレーニングコースのAWS トレーニング
開発者 (インストラクショナルデザイナー) 
を特定してオンボーディングします。

• トレーニングマテリアルレビュアーを特定し
ます。
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[面積] アクション

トレーニング開発 • ステークホルダーグループをトレーニング
コースに割り当てます。

• トレーニング資料のドラフトを作成しま 
す。 

• トレーニングマテリアルを確認して承認しま
す。

• ライブラリまたはナレッジリポジトリにマテ
リアルをアップロードします。

トレーニングデプロイ • トレーニングカレンダーのドラフトを作成し
ます。 

• トレーニングカレンダーの承認とサインオフ
を取得します。

• 特定の AWS インストラクター主導のトレー
ニング (ILTs。

• 移行ウェーブプランに基づいてトレーニング
参加者を特定します。

• トレーニング参加者を登録して通知します。

• トレーニングアクティビティを実施してサ
ポートします。

モニタリングとレポート • トレーニング開発およびデプロイアクティビ
ティの実装をモニタリングします。

• 出席率、質問、フィードバックの評価をキャ
プチャします。

• 必要に応じて、フィードバックに基づいてト
レーニングマテリアルを更新します。

• トレーニング開発とデプロイのレポートまた
はスコアカードを更新します。

詳細については、AWS 「学習ニーズ分析」を参照してください。
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追加のステップ

トレーニングプランの実装を開始するには、以下を確認してください。

1. AWS LNA は実施され、インサイトはトレーニング戦略と計画に含まれています。

2. トレーニング戦略と計画が検証され、承認されました。

3. トレーニングアクティビティチェックリストが検証され、承認されました。

4. モニタリングと報告のメカニズムが整っています。

トレーニング計画を効果的に実施することは、クラウドの導入を推進し、望ましいビジネス成果を
達成するために不可欠です。これらのベストプラクティスに従い、LNA AWS を使用し、包括的なト
レーニングプランを実装することで、組織はワークフォースが適切にスキルを持ち、クラウドトラン
スフォーメーションに備えることができます。これにより、導入が加速され、クラウド投資から実現
される価値も最大化されます。

追加のステップ 24
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4.5 リスク軽減の実装

概要

このアクティビティの目的は、リスク軽減戦略と計画 (Envision the Future、3.5) に規定されたアク
ティビティを開始することです。「」チームの焦点は、すべてのクラウドワークストリームと密接に
連携して、リスクの評価と分析、ソリューションまたは緩和計画の策定、所有権の割り当て、閉鎖の
リスクへの対応です。リスクの解決には、エグゼクティブスポンサー、リーダー、チャンピオンとの
コミットメントと緊密な連携、およびプログラムライフサイクルを通じて人関連のリスクを管理、軽
減、モニタリングし、このプロセスをクラウドトランスフォーメーションプログラムの他のすべての
ワークストリームと統合するための統制されたアプローチが必要です。

ベストプラクティス

クラウドトランスフォーメーションプログラム全体で追跡するリスクは、「Envision the Future」
の「3.5 リスク軽減戦略と計画」で説明されているように、リスク追跡ツールに記録する必要があり
ます。次の表に、このようなツールの例を示します。

リスクカ
テゴリ

緊急度 見込み リスクの
説明

緩和アク
ション

所有者 ステータ
ス

期日

リソース Medium 高 セキュ
リティ 
SME 
は、テ
ストおよ
びカット
オーバー
フェー 
ズと重複
する休暇
を取りま
す。

特定の
テスト
とカッ 
トオー
バー計
画につい
て、バッ
クアップ 
セキュ
リティ 
SME を
オンボー
ディング 

マルタリ
ベラ

進行中 2025 年 
3 月 31 
日
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リスクカ
テゴリ

緊急度 見込み リスクの
説明

緩和アク
ション

所有者 ステータ
ス

期日

およびト
レーニン
グしま
す。

フォーカスエリア

リスク軽減の実装は、次の 5 つのフェーズに整理できます。

• 計画とセットアップ

• 識別と分析

• 割り当てと解決

• モニタリングとレポート

• 継続的な改善

リスク軽減計画チェックリスト

次のチェックリストを、組織のクラウドトランスフォーメーションプロセス全体のリファレンスガイ
ドとして使用します。

Note

次のチェックリストは網羅的なリストではありませんが、リスク軽減計画で通常見つかるア
クティビティを表しています。検証および承認されたリスク軽減戦略と計画には、トレーニ
ングアクティビティの完全なリストを含める必要があります。 

[面積] アクション

計画とセットアップ • クラウド戦略を確認し、期待される成果とタ
イムラインを計画します。

フォーカスエリア 26
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[面積] アクション

• 全体的な問題とリスクの軽減プロセスについ
て、クラウドプロジェクトマネージャーと調
整します。

• リスク管理追跡ツールのテンプレートを作成
します。

• リスク管理追跡ツールテンプレートのサイン
オフを取得します。

• リスク管理活動の SMEs または推進者を特
定します。

• HIPAA ソリューションの戦術とコミュニ
ケーションについて、SMEs またはチャンピ
オンをオンボーディングします。

• 週 1 回のプロジェクトステータス会議への " 
チーム参加を確保します。

識別と分析 • 特定されたリスクが人に関連する問題である
かどうかを判断します。

• 「はい」の場合は、影響を受けるグループと
ステークホルダーを特定します。

• 各リスクを、変革のリーダーシップ、ビジョ
ンと明確性、組織への影響、保持とエンゲー
ジメント、スキルと能力、コミットメントな
どの分野に分類します。

• 適切な " ソリューションの戦術 (詳細情報と
コミュニケーション、追加のトレーニング、
シナリオ、実践的なデモンストレーションな
ど) を特定します。

リスク軽減計画チェックリスト 27
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[面積] アクション

割り当てと解決 • 特定された各リスクへの対処と解決を担当す
る特定の " チームメンバーを配置します。

• ソリューションまたは緩和イベントの時間枠
を調整します。

• ソリューションまたは緩和イベントをスケ
ジュールします。

モニタリングとレポート • ソリューションまたは緩和アクティビティの
実装をモニタリングします。

• 一般的な根本原因について、リスク管理ト
ラッカーを評価します。

• リスク管理トラッカーを確認するときは、出
席状況、質問、フィードバックの評価をキャ
プチャします。

• 必要に応じて、フィードバックを含むプレゼ
ンテーション資料を更新します。

• リスク軽減トラッカーを更新します。

リスク軽減計画チェックリスト 28
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[面積] アクション

継続的な改善のために学んだベストプラクティ
スと教訓を追跡する

• リスク追跡ツールを分析してインサイトを得
て、組織の継続的な変革イニシアチブを改善
します。

• 継続的な開発、トレーニング、成長のために
学んだ教訓とベストプラクティスのリポジト
リを確立して共有します。

• リスクのリスト内のパターンを決定し、他の
トランスフォーメーションイニシアチブを
加速するのに役立ちます。組織にトランス
フォーメーション管理オフィス (TMO) また
はプロジェクト管理オフィス (PMO) がある
場合、これはそれらのオフィスにとって関心
のあるトピックである可能性があります。

• ベストプラクティスと学んだ教訓を共有する
ことで、文化を進化させます。タイムリーな
フィードバックと調整は、組織が俊敏性を維
持し、最終的に貴重な時間、コスト、労力を
節約するのに役立ちます。

追加のステップ

効果的なリスク軽減を確保するには：

1. 人関連のリスク管理プロセスが、リスク、アクション、問題、依存関係 (RAID) ログなどのプログ
ラムプロセスと統合されていることを確認します。

2. 人関連のリスクを調べる際には、プログラム全体を見て、他の技術的、予算的、タイミング上の
リスクが人にどのように影響するかを確認してください。

3. 明確なモニタリングと測定プロセスを実装して、あらゆるリスク軽減の取り組みが機能し、効果
的であることを確認します。

4. クラウドプログラムを通じて人的リスクの軽減とクローズを追跡し、望ましいクラウド成果を達
成する組織の能力に対するリスク軽減の影響を評価します。

追加のステップ 29
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リスク軽減計画を効果的に実施することは、クラウドの導入を推進し、望ましいビジネス成果を達成
するために不可欠です。これらのベストプラクティスに従い、包括的なリスク追跡ツールを使用し、
リスク管理への構造化されたアプローチを維持することで、組織はクラウド変革ジャーニーの潜在的
な障害に積極的に対処できます。これにより、中断を最小限に抑えるだけでなく、導入を加速し、ク
ラウド投資から得られる価値を最大化できます。

追加のステップ 30
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リソース

リファレンス

• 戦略的変革と変革の方法論を採用することで、クラウド投資収益率を加速する

• AWS Change Acceleration 6-Pointフレームワークと組織変更管理ツールキット

• AWS Organizational Change Acceleration (") 6-Pointフレームワーク – 1。チームの準備

• AWS Organizational Change Acceleration (") 6-Pointフレームワーク – 2。リーダーの連携

• AWS Organizational Change Acceleration (") 6-Pointフレームワーク – 3。未来を思い描く

• AWS Organizational Change Acceleration (") 6-Pointフレームワーク – 5。能力を発揮させる

• AWS Organizational Change Acceleration (") 6-Pointフレームワーク – 6。文化の変化を定着させる

• AWS クラウド導入フレームワーク (CAF)

• AWS クラウド導入フレームワーク: 人材の視点

• AWS 学習ニーズ分析 (LNA)

パートナー

• アクセント

• パートナーへのお問い合わせ

• Accenture AWS Business Group へのお問い合わせ

• 将来の人材プラットフォーム

• Accenture と AWS を使用すると、さらに高速になります。

• デロイト

• 問い合わせパートナー

• AWS と Deloitte

• イノベーションと影響の出会い

• PwC

• 問い合わせパートナー

• PwC と AWS

• スラロム
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• パートナーへのお問い合わせ

• AWS および Slalom 起動センター

• Roberts グループコンサルティング

• 問い合わせパートナー

パートナー 32
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

初版発行 — 2025 年 2 月 7 日
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AWS 規範ガイダンス AWS Organizational Change Acceleration (") 6-Pointフレームワーク – 
4。組織を関与させる

翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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